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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
ＣＮＴ量子ドットでテラヘルツ帯光アシストトンネル効果を世界で初めて見出し、テラヘルツ波応答

を実証した成果は、独創的かつ革新的であり、高く評価できる。今後のマイクロ波によるコヒーレント

制御や応用面におけるデバイス化に期待が持てる。 
 研究の推進に当たっては、当初目標に関する達成度や、研究の進展による当初目標との相違と新たな

展開について、積極的な意味でそれらを明確にしながら研究を進めることを期待する。 

検証結果    研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 
 本研究において、1)カーボンナノチューブを用いた単一量子ドットを作製し、そのテラ

ヘルツ帯光アシストトンネル（THzPAT）応答を観察した、2)２次元電子ガスを含む

GaAs/AlGaAs 基板上に形成した単原子トランジスタによる高感度テラヘルツ検出メカニ

ズムを解明した、3)２重結合量子ドットの作製及びその THzPAT 応答を確認したなどの

実績を得ている。これらにより、当初の予定に沿った成果を達成しており、新規性が高く、

優れた研究であったと判断できる。一方、２重結合量子ドットの室温特性の解析は残され

た課題であり、更なる進展が望まれる。 
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